
回 覧 

山 武 市 民 の皆 様 へ 

 

九十九里沖での首都圏ＣＣＳ事業に伴う住民説明会の開催（ご案内） 

 

 国では、2050 年カーボンニュートラルの実現に向けて、事業者主導の「先進的ＣＣＳ事

業」を選定のうえ、地中に貯留層が存在する可能性がある区域として九十九里沖を「特定

区域」に指定し、首都圏ＣＣＳ事業としての実施可否について検討しております。 

 市では、市民の皆様に、この首都圏ＣＣＳ事業について理解を深めていただくため、事

業者による説明が必要と考え、下記のとおり説明会を開催いたしますので、ぜひご参加く

ださいますようお願いいたします。 

記 

 

１ 開催日時：令和８年３月 20 日（金・祝）午前 10 時から（約２時間） 

２ 開催場所：山武市役所 本庁３階 大会議室 

３ 開催主体：（共催）山武市・首都圏ＣＣＳ株式会社 

４ 対 象 者：山武市民 

５ 事 業 名：先進的ＣＣＳ事業に係る設計作業等（JOGMEC※からの委託事業） 

６ 説 明 者：首都圏ＣＣＳ株式会社 

７ 説明内容：事業の目的、事業概要、調査内容、スケジュールなど 

８ 問合せ先：建設環境部 環境保全課 電話：0475－80－1161 
 

※ 独立行政法人エネルギー・金属鉱物資源機構 

 （国のエネルギー政策に基づき、ＣＣＳなどの調査・技術支援を行う国の機関） 

 

 

■「ＣＣＳ」について 

・「ＣＣＳ」とは、「Carbon dioxide Capture and Ｓtorage」の略で、日本語では「二酸化炭素回

収・貯留」技術と呼ばれます。 

・鉄鋼業や化学工場、発電所等から排出された二酸化炭素を他の気体から分離して集め、パイプ

ラインや船舶で輸送し地中深くに貯留する技術で、大気への二酸化炭素排出削減が可能です。 

・日本では、北海道苫小牧でＣＣＳの実証実験が実施され、2016-2019 年に二酸化炭素を貯留し

ました。 

 


